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図　新規な高効率発光体の用途
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　発光材料の励起源としては、紫外線、電子

線、X線、放射線、電界、化学反応などが一

般的に知られている。一方、「応力発光」とは

外部から機械的な力を加えることによって、

材料が発光する現象である。例えば、地震等

によって、岩石に強大な力がかかり、破壊さ

れる時に発光することがその一例である。し

かし、機械的なエネルギーによって発光する

材料は効率が低く、かつ発光が弱い為、今ま

では実用化された例はなかった。我々は高効

率応力発光体の開発とその応用を目指して、

材料の探索・開発、ならびに発光機構の解明

を行っている。その結果、世界で初めて、可

逆的な弾性領域での応力発光機能を有する材

料の開発に成功した。

　これとともに、新規な修飾ゾルゲル法や噴

霧合成法を開発することにより、微粒子では

発光が弱いという今までの常識を覆して、一

般的に用いられる固相反応法で得た粗大粒子

よりも強く発光させることができた。さらに、

粒子形状、粒子径、並びに格子欠陥と結晶性

を精密に制御するとともに、各パラメータの

最適化により、超微粒子球状発光体の発光強

度の飛躍的な向上を実現した。現在では、発

光粒子の直径は数十nmから数μmの範囲で

自由に制御することが可能である。

　我々は材料開発にとどまらず、新規なセン

シング技術など多分野への応用も開拓しつつ

ある（図）。特に応力分布の新しい可視化手法

の開発や今までなされていなかったマイクロ

領域での応力分布の解析への応用を提唱し、

注目されている。応力発光微粒子と樹脂との

複合材料の成形体を作製し、応力を印可する

ことで、応力の大きさに比例した応力発光画

像を得ることにすでに成功している。光を利

用した測定は、電極やリード線などの電気的

な接触を必要としない上に、電磁干渉が無く

遠隔観測ができるなどの利点がある。応力発

光画像は種々の雰囲気中ではもちろん、様々

な溶液中でも得ることができ、従来では不可

能であった各種環境下でのダイナミックな応

力分布の可視化を実現するものである。また、

応力発光超微粒子は対象物に均一に塗布する

ことができるので、マイクロ領域での応力分

布の可視化が可能である。

　さらに最近、省エネルギー、環境保全、高

度情報化社会などの観点から、水銀フリー蛍

光灯の開発や、壁掛けテレビのプラズマ・

ディスプレイパネルの実用化など多分野への

応用展開が強く期待されている。


